


４  売却方法及び主な条件 

（１）売買物件は、公簿面積による現状有姿の一括売払いとし、個別の売払いは行
わない。 

（２）本入札は、事後審査型条件付一般競争入札とする。有効な入札のうち、予定
価格以上で最も高い価格を提示した者を落札候補者とし、事後審査の結果、
適格と認めた者を落札者として決定する。 

（３）落札者は、実施要領に定める指定事業のために売買物件を自ら使用し、実施
要領に定める禁止用途に使用してはならない。 

（４）落札者は、売買物件の引渡しの日から２年以内に、指定事業に必要な施設を
設置し、指定事業に係る操業その他の事業活動を開始しなければならない。
また、売買契約締結の日から５年間を指定期間とし、引渡しの日から指定期
間の満了の日まで、売買物件を指定事業のために使用しなければならない。 

（５）落札者は、建築物を新築するか否かにかかわらず、指定事業の実施前に地元
住民説明会を開催し、その結果を町に報告しなければならない。地元住民説
明会の開催及び町への報告を完了するまでは、指定事業に係る造成、工事、
施設の設置又は事業活動に着手することはできない。 

（６）売買契約には、権利の設定及び所有権移転の制限、買戻しの特約、違約金そ
の他指定事業の履行を確保するために必要な条件を付する。 

第２  入札に付する内容の説明、関係資料の配布及び質問 

１  入札説明会 

別途の入札説明会は開催せず、関係資料の配布をもって、入札に付する内容の説
明に代える。 

２  関係資料の配布 

（１）配布場所及び方法 
関係資料の配布は、身延町ホームページへの掲載により行う。 

（２）掲載期間 
入札公告の日から令和８年９月２４日まで 

３  質問の受付 

（１）受付期間 
入札公告の日から令和８年９月１６日午後３時まで 



（２）提出方法 
町が指定する質問書に必要事項を記入し、電子メールに添付して提出するこ
と。 

（３）提出先 
keiyaku@town.minobu.lg.jp 

（４）質問に対する回答 
質問に対する回答は、令和８年９月１８日までに、身延町ホームページに掲
載して公表する。 

（５）留意事項 
質問に対する回答により関係資料を補足し、又は変更する場合は、その旨を
明示する。 
電子メール以外の方法による質問には回答しない。 

第３  入札参加申込み 

１  申込期間 

（１）受付期間 
入札公告の日から令和８年９月１４日まで 
ただし、身延町の休日を定める条例（平成１６年身延町条例第２号）に定め
る町の休日を除く。 

（２）受付時間 
午前９時から午後５時まで 

２  提出場所 

身延町役場 財政課 窓口（山梨県南巨摩郡身延町切石３５０番地） 

３  提出書類 

実施要領第１８に定める書類 

４  留意事項 

（１）入札参加申込みの受付をもって、入札参加資格又は事業計画について適合す
ると認めたものではない。 

（２）入札参加資格及び事業計画の実質的な審査は、開札後、落札候補者について
行う。 



５  入札の辞退 

（１）入札参加申込みをした者は、入札書を提出する前に限り、本入札を辞退する
ことができる。 

（２）辞退する場合は、令和８年９月２４日正午までに、町が指定する入札辞退届
を身延町役場財政課窓口へ持参して提出すること。ただし、入札書を提出し
た後は、同日正午前であっても辞退することはできない。 

（３）入札辞退届を提出した後は、辞退を撤回することはできない。 
（４）入札を辞退した者は、入札保証金を納付することを要しない。既に納付して

いる場合は、実施要領に定めるところにより返還する。 
（５）入札参加申込みをした者が、令和８年９月２４日正午までに入札書を提出せ

ず、かつ、入札辞退届を提出しなかった場合は、本入札への参加を失格とす
る。 

第４  現地確認等 

１  現地確認 

入札参加申込みをした者が、入札前に売買物件の現地確認を希望する場合は、あ
らかじめ町に届け出なければならない。 

２  現地調査 

（１）ボーリング、掘削、試料採取その他売買物件の土地の形状又は性状に影響を
及ぼすおそれのある調査を行おうとする者は、あらかじめ、調査の日時、場
所、方法、規模その他町が必要と認める事項を記載した書類を提出し、町の
承認を受けなければならない。 

（２）町は、売買物件の管理その他必要があると認めるときは、調査方法その他に
ついて条件を付し、又は調査を承認しないことができる。 

３  費用及び原状回復 

（１）現地確認又は現地調査に要する一切の費用は、これを行う者の負担とする。 
（２）現地調査により売買物件又はその周辺の施設等に変更又は損傷を生じさせた

場合は、その者の責任及び費用において、町が指定する期限までに原状に回
復しなければならない。 



４  事故等 

現地確認又は現地調査に伴い生じた事故、損害その他については、これを行う者
がその責任を負うものとする。 

第５  入札 

１  日時 

令和８年９月２４日 午前１０時から正午まで 

２  場所 

身延町役場財政課（山梨県南巨摩郡身延町切石３５０番地） 

３  提出書類 

実施要領第１９に定める書類 

４  提出方法 

（１）入札書は、封筒に入れて封印し、法人の代表者本人又は代表者から委任を受
けた代理人（従業員等）が持参して提出すること。 

（２）封筒には、次に掲げる事項を記載すること。 
・ 「入札書在中」の表示 
・入札（契約）番号 
・入札日 
・法人名（法人名があらかじめ印刷された封筒を使用する場合を除く。） 

（３）入札書以外の提出書類は、入札書を封入した封筒と併せて提出すること。 
（４）持参以外の方法による提出は認めない。 
（５）入札書に記載した入札金額は、訂正することができない。 
（６）一度提出した入札書及びその他の提出書類は、書換え、引換え又は撤回をす

ることができない。第３の５に定める入札の辞退は、入札書の提出前に限
る。 

（７）法人の代表者本人が入札する場合を除き、従業員その他の者が法人を代理し
て入札する場合は、町が指定する委任状を提出すること。 

（８）入札書を提出した入札者又はその代理人は、入札書の提出後、開札場所で待
機することを要しない。 



（９）入札者は、開札の結果、同価格の入札をした者が２者以上となった場合に、
町がくじの実施に関する電話連絡を行うため、入札参加申込書に記載した連
絡先電話番号において、町からの電話連絡を受けられる状態を確保するこ
と。連絡先電話番号に変更がある場合は、入札書の提出時までに町に申し出
ること。 

第６  開札 

１  日時 

令和８年９月２４日 午後１時から 

２  場所 

身延町役場財政課（山梨県南巨摩郡身延町切石３５０番地） 

３  方法等 

（１）開札は、入札者又はその代理人の立会いを要しない。 
（２）町は、有効な入札を行った者について、入札価格の高い順に順位を定め、最

高価格を提示した者を落札候補者とする。 
（３）同価格の入札をした者が２者以上あるときは、くじにより順位を決定する。 
（４）前号の場合、町は、開札後直ちに、当該入札者の入札参加申込書に記載され

た連絡先電話番号に電話連絡し、当該入札者又はその代理人に対し、くじを
引くため、開札当日の町が指定する時刻までに町が指定する場所へ来庁する
よう求める。 

（５）前号の電話連絡がつかないとき、当該入札者又はその代理人が町の指定する
時刻までに来庁しないとき、又はくじを引かないときは、当該入札事務に関
係のない町の職員が、その者に代わってくじを引く。この場合において、電
話連絡がつかないこと又は町の指定する時刻までに来庁しないことのみを理
由として、その者の入札を無効としない。 

（６）入札の回数は１回とし、再度入札は行わない。 



第７  入札保証金 

１  納付額 

５２０，０００円 
入札保証金の納付額は、入札金額にかかわらず５２０，０００円とする。 

２  納付方法 

入札参加申込みの受付時に町が交付する納入通知書により納付すること。 

３  納付期限 

令和８年９月１８日 
入札保証金を納付した者は、同日までに、町が指定する入札保証金返還先口座届

（様式第１９号）を身延町役場財政課窓口へ提出すること。 

４  留意事項 

（１）入札参加者は、入札時に、入札保証金の納付を証する領収書等の写しを持参
して提出しなければならない。 

（２）落札者が正当な理由なく売買契約を締結しないときは、落札決定を取り消
し、納付済みの入札保証金は町に帰属する。 

第８  契約保証金 

１  納付額 

売買代金の１００分の１０に相当する額 
売買代金の１００分の１０に相当する額に円未満の端数があるときは、これを切

り上げる。 

２  納付時期 

売買契約の締結と同時に納付すること。 



３  入札保証金の充当 

納付済みの入札保証金は、町所定の承諾書を提出することにより、契約保証金に
充当することができる。この場合において、契約保証金の額に不足する額は、売買
契約の締結と同時に納付しなければならない。 

第９  違約金 

１  延滞違約金 

売買代金を契約書案に定める納付期限までに納付しないときは、未納の売買代金
について年３．６パーセントの割合で計算した延滞違約金を納付しなければならな
い。 

２  契約違反に係る違約金 

指定事業、禁止用途、権利設定若しくは所有権移転の禁止その他契約書案に定め
る義務に違反したときは、その違反内容に応じ、売買代金の１００分の３０又は１
００分の１０に相当する額を違約金として納付しなければならない。 

３  留意事項 

違約金の適用要件、端数処理、損害賠償その他の詳細は、契約書案による。 

第１０  入札参加資格及び入札の無効 

１  入札参加資格 

本入札に参加することができる者は、次の各号に掲げる要件を全て満たす法人と
する。 

入札参加資格は、入札公告の日を基準として判定する。 
ただし、入札公告の日から売買契約締結の日までの間に、次の各号に掲げる要件

のいずれかを満たさなくなった場合は、入札参加資格を失うものとする。 

（１）日本国内に本店を有する法人であること。 
（２）入札公告の日において、法人の成立後２０年以上を経過していること。 
（３）地方自治法施行令第１６７条の４第１項に規定する者に該当しないこと。 
（４）地方自治法施行令第１６７条の４第２項による入札参加制限を受けていない

こと。 



（５）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続開始の申立てが
されている者又は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生手
続開始の申立てがされている者でないこと。 

（６）身延町に納付すべき町税がある場合において、当該町税を滞納していないこ
と。 

（７）法人が身延町暴力団排除条例（平成２４年身延町条例第１４号）第２条に規
定する暴力団に該当せず、かつ、その役員等が同条に規定する暴力団員等に
該当しないこと。 

（８）実施要領に定める指定事業を自ら実施する者であること。 
（９）実施要領に定める禁止用途に売買物件を使用する計画でないこと。 
（１０）地元住民説明会の開催を含む、本公告及び関係資料に定める条件を遵守す

ることができること。 

２  入札の無効 

次のいずれかに該当する入札は、無効とする。 

（１）入札参加申込みをしていない者又は入札参加資格を有しない者がした入札 
（２）入札保証金を所定の期限までに納付していない者又は所定の額に満たない入

札保証金を納付した者がした入札 
（３）入札書に必要な事項の記載がない入札、記載内容を確認することができない

入札、入札金額を訂正した入札又は予定価格を下回る入札 
（４）同一の入札者が２以上の入札をした入札、入札者が他の入札者の代理人を兼

ねた入札その他代理入札の条件に違反した入札 
（５）入札書又は必要書類を所定の日時、場所若しくは方法により提出しなかった

者がした入札 
（６）入札に関し、談合、妨害、虚偽その他の不正な行為を行った者がした入札又

は本公告若しくは関係資料に定める条件に違反した入札 
（７）落札候補者が事後審査の結果不適格となった場合における当該落札候補者の

入札 
（８）入札辞退届を提出した者がした入札 



第１１  事後審査、落札者の決定及び売買契約 

１  事後審査 

（１）町は、落札候補者について、入札参加資格、指定事業への適合性、自己使
用、禁止用途への非該当、土地利用計画、事業の実現性、資金計画、関係法
令及び許認可等並びに地元住民説明会に関する計画を審査する。 

（２）審査項目及び判定方法の詳細は、実施要領及び入札参加資格審査表による。 
（３）町は、審査に必要があると認めるときは、落札候補者に説明を求め、又は追

加資料若しくは補足資料の提出を求めることができる。ただし、審査結果に
影響を及ぼす内容の実質的な変更は認めない。 

２  落札者の決定 

（１）事後審査の結果、落札候補者を適格と認めたときは、その者を落札者として
決定し、書面により通知する。 

（２）落札候補者を不適格としたときは、その者の入札を無効とし、次順位の者を
新たな落札候補者として同様の審査を行う。 

（３）落札決定通知のみをもって売買契約が成立するものではない。 

３  売買契約の締結 

（１）落札者は、落札決定通知を受けた日から７日以内に、入札時に提示した普通
財産売買契約書（案）の内容により町と売買契約を締結しなければならな
い。ただし、町が別に期限を指定したときは、その期限までに契約を締結し
なければならない。 

（２）契約当事者の表示、契約金額、契約日、売買代金の納付期限、指定事業その
他落札結果又は提出書類に基づき確定する事項を除き、契約条件の実質的な
変更は行わない。 

４  売買代金、所有権移転等 

（１）落札者は、売買契約締結の日から６０日以内で、契約書に定める日までに売
買代金を納付しなければならない。 

（２）売買物件の所有権は、売買代金の全額納付後に行う所有権移転登記が完了し
た日に落札者に移転し、同日に現状有姿で引き渡す。 

（３）所有権移転登記、買戻しの特約の登記、費用負担その他の詳細は、契約書案
による。 



第１２  その他 

（１）入札参加者は、自らの責任において、売買物件の現況並びに指定事業の実施
に必要な法令上の制限及び手続を確認した上で入札すること。 

（２）落札者は、指定事業を実施するに当たり、防災、周辺環境への配慮及び雇用
の創出に関する考え方を事業計画に取り入れ、地域社会との調和に努めなけ
ればならない。これらの取組方針は、入札参加資格、入札価格の順位又は落
札候補者の適否判定の対象とはしない。詳細は、実施要領による。 

（３）入札への参加に要する費用は入札参加者の負担とし、売買契約の締結、登記
及び指定事業の実施その他これらに要する費用は落札者の負担とする。 

（４）提出された書類は返却しない。提出書類の使用及び開示請求があった場合の
取扱いは、実施要領による。 

（５）町は、やむを得ない事由により、入札を延期し、中止し、又は取りやめるこ
とがある。その場合の取扱いは、実施要領による。 

（６）入札参加者は、本公告及び関係資料の内容を了承した上で入札するものとす
る。 

（７）入札日程その他の事項を変更する場合は、身延町ホームページへの掲載その
他町が適当と認める方法により周知する。 

第１３  問い合わせ 

郵便番号 〒４０９－３３９２ 
所在地 山梨県南巨摩郡身延町切石３５０番地 
担当 身延町財政課財政担当 
電話番号 ０５５６－４２－４８０２（直通） 
電子メール keiyaku@town.minobu.lg.jp 
 


